
















 Robert Musil und Alfred Kerr
Von ihren Kritiken über die Schauspielerin Tilla Durieux
Junki HASEGAWA
 キーワード
 ローベルト・ムージル　 Robert Musil
 アルフレート・ケル　 Alfred Kerr
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１） 21. April 1922, 40. Wiener Theater (Nestroy, Brieux, „Die rote Robe“, Dymow)
２） Eugène Brieux: Die rote Robe, deutsch von Anne St. Cère. Berlin W. 8. (Harmonie Verlagsgesell-
schaft) o. J.
３） ムージルは Yanetteと綴っているが，Céreのドイツ語訳では Yanetta。
４） Robert Musil: Prosa und Stücke, kleine Prosa, Aphorismen, Autobiogrphisches, Essays und Reden, 
Kritik. Herausgegeben von Adolf Frisé, Reinbek bei Hamburg (Rowohlt) 1978, S. 1569 この本からの
引用は以下 PSと略記。
５） Brieux: Die rote Robe, S. 88
６） Musil: „Wiener Theater“ PS. S. 1574
７） ドイツ語版は，後の本であるがライプチヒのドイツ図書館にある。Niccodemi, Dario: Der 
Schatten. Unverkäufl. Bühnen-Manuskript, Berlin W. 35, 1941
８） Musil: „Wiener Theater“ PS, S. 1607‒1609
９） その他，ニコデミの『影』については Neue Freie Presse, 26. Okt. 1922, S. 8の公演予告記事，
同紙の批評 „Niccodemi, der Schatten“  Neue Freie Presse, 31. Okt. 1922, S. 6f. がムージルの批評と
対照的に，ドリューを称賛しており興味深い。上演は10月28日土曜日。
10） 1911年『合一』が出版されるが不評に終わった。




ケルの長文の批評が３日後11月24日にターク紙に出た。Vgl., Alfred Kerr: Ich sage, was zu sagen 
ist. Theaterkritiken 1893–1919. Werke in Einzelbänden, Band VII-1. Hg. von Günther Rühle. Frankfurt 




「悪人たち」Die Bösen のタイトルで上演。Vgl., Tilla Durieux: Meine ersten neunzig Jahre. 
München-Berlin (F. A. Herbig) 1971, S. 460
14） ハウプトマンの「ガブリエル・シリングの逃走」は1912年６月14日にラウホシュテットで
初演され，10月29日にベルリンの舞台に掛けられた。ベルリンではドリューがハンナを演じ
た。ケルは10月31日のターク紙に批評を発表している。Vgl., Alfred Kerr: VII-1, S. 495‒498
15） 「ピグマリオン」は1913年11月２日にレッシング劇場で上演された。ケルの批評は11月４
日に出た。Vgl., Alfred Kerr: VII-1, S. 531‒534
16） フルダ「主人と召使」の公演は1910年。ドリューは女王オダーティス Odatisを演じた。役
柄はヘッベル作「ギーゲスの指環」の王妃ロドペーに似ている。ケルは辛口の批評を書いた。
Vgl., Kerr: Die Welt im Drama IV, 1917, S. 7‒10
17） Alfred Kerr: Die Welt im Drama. IV. Berlin (S. Fischer) 1917, S. 88f. タデウス・リトナーの喜劇
「夏 Sommer」でドリューは医者の妻を演じた。
18） 1908年９月にケルは「日本のドラマ」と題する批評で，日本女性を演じたドリューをマッ
クス・ラインハルトの舞台作りと共に皮肉な調子で論じている。Vgl., Alfred Kerr: Die Welt im 
Drama. IV. S. 314‒316
19） シェークスピア「シーザーとクレオパトラ」1915年　王立シャウシュピール・ハウス1915
年10月３日公演 Vgl., Kerr: VII-1, S. 631‒634, u. dazu Anm.: S. 928
20） 1916年10月，ドリューはWalter Harlanの笑劇「プルスニッツの市場」Jahrmarkt in Pulsnitz
でシャルロッテを演じた。ケルは型にはまったような喜劇に不満を表明している。Vgl., Alfred 
Kerr: Die Welt im Drama. IV. S. 62f. の批評 IV.
21） 1914年２月，ケルはモルナールの「リリオム」を不滅の作品と絶賛したが，その同じ批評
でドリューについては注文を付けた。Vgl., Kerr: VII-1, S. 572‒576
22） Sigrid Bauschinger: Die Cassirers. Unternehmer, Kunsthändler, Philosophen. Biographie einer 
Familie. München (C. H. Beck) 2015, S. 100f.
23） ドリューは別の自伝で，演劇学校の生徒だった当時自分は「人好き」するタイプでもなく，
他の生徒のように美人でもなかった，と書いている。Tilla Durieux: Eine Tür steht offen. 
Erinnerungen. Berlin (Henschel) 1966, S. 6f.
24） 自伝でドリューは，ケルの精神と知識に驚嘆し続けていること，あるいはケルの批評の中の
言葉「パプリカを食べた雌ジカ……」を自慢げに引用している。Durieux: Meine ersten neunzig 
Jahre. S. 105 並びに S. 129
25） この辺りの詳細な事情，また 「魔法の家」，その後の『合一』のムージルのメモがある。カー
ル・コリーノの業績を踏まえ，アドルフ・フリゼーが「日記」の補遺に収録した。Vgl., Robert 
Musil: Tagebücher. Anmerkungen, Anhang, Register. Reinbek bei Hamburg (Rowohlt) 1976, S. 958‒961
26） ブリュー『海難者』，III. S. 201‒205　ケルのニコデミ批評　IV. S. 266‒268
27） カール・コリーノが『ムージル伝記』他で繰り返し書いている。Margarete Mauthner: Das 
verzaubert Haus. Berlin (TRANSIT) 2004の同氏の Nachwortもこの点について詳しく記している。
28） Tilla Deurieux: Meine ersten neunzig Jahren. S. 92
